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キ リス ト教神学に お ける歴史認識
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Atsushi　SAKUMA

　イ エ ス が 時代 の 期待を満たす救世主で あるとい う信仰によりキ リス ト教の 共同体が 出 て きた．キ リス

ト教信仰で は，生きた人物 として の ， そ して語 り継がれた人物 として の イ エ ス
・キ リ ス トに おい て ， 歴

史の 意味，神の 王 国が完成する，とされて い る．イエ ス ・キ リス トの 人生，死，復活 の 中で 歴史 に 対す

る神 の 支配が明らかにされる．ニ
ーバ ー

は，キ リス ト教信仰 で受け入れ られ る救世主はメシ ア 待望論を

拒否する救世主で ある ， として ， イ エ ス が メ シ ア待望論を否定する過程で キ リス ト教信仰が確立 し た こ

とを明 らか に する．こ こ で ，
ニ
ーバ ー

は ， 預言的メ シ ア 待望論 をイエ ス がい か に 再解釈し たか を探 り，

イエ ス が預言的 メ シア 待望論の 伝統をどの ように 受容 したかを明 らか にす る．

　イエ ス が 「人 の 子 」 として 示 した代理 の 愛は，悪に対する勝利を導 く歴史上 の
一

つ の 力で ある事 を意

味する．他方，歴史上 の悩める奉仕者とい う見方は，代理 の愛は 歴史に於い て は敗北するが，それが究

極的 に は 正 しい とす る認識の中で は勝利す る ， とい う考えを導く．悩め る 奉仕者と神の 代理 と して の イ

エ ス は，単純な楽観論 と悲観論 の 両方を超越する．ニ
ーバ ー

は，キ リス ト教 の 神を人間 の 不正 で 苦 しみ，

世俗 の 罪を自ら受け止める神と見なす．そして ， 歴史の 抱 える矛盾は歴史 の 中で は解決 されず， 永遠や

神の 段階で 解決される事になる，とする．ただ ， 歴史 の 中に ある人間が 自らの 罪を十分に意識出来る

よ うに す る た め に ， 神 の 恵 み は歴史 の 中で も表 されるよ うに な っ て い る．メ シ ア 待望論 の イエ ス の 解釈

は ， 二 つ の側面を持 つ ．第
一

は，歴史 の 中で正 しい とされた者で も最後 の 審判では正 しい とは1垠らな い

とい う事で ある．第二 は ， 歴史に対する神の 支配は ， 悪に対する神の 勝利 が悪者を打破する事で は な く，

悪を神が引き取る事に よっ て行われる とい う事で ある．

　キ リス ト教信仰で は ， キ リス トに おける神の 開示は ， 神が人間に話 した最後の 言葉 と見な され て い る．

贖罪 とい う啓示は，超越的な神の 恵みを現 して い て ， 神の 最後 の 言葉 で ある．こ の こ とか ら， 次 の 三 つ

の こ とが 出て来る．第
一

に，神が こ の 言葉を話す時， これ まで は 不完全で あ っ た神に つ い て の知識が 完

全なもの に な る．歴 史 の 現実 の 基盤 は 永遠 の 中に なければならない ．こ の 点 で ，歴 史 は 意味 を 持 つ こ と

に なるが，そ の 意味 は 歴史自体を超 えた とこ ろを指 し示す．第二 に ，啓示 の 言葉 は歴史 が 抱え る曖昧 さ

や矛盾を明らか にする．こ の 点で ， 歴史は意味を持つ が，そ の 意味が 不明になる と言 う脅威に晒 されて

い る こ とで もある．第三 に ， 神の 言葉は ， 人生 の 意味に 関する人間 の 過 っ た解釈を正 す こ とに な る．そ

の 点で ，啓 示 の 言葉 は，人間が作 り出 し て 来た文化 と対立する こ とがあ り，賢い と見なされ て い た人間

に は愚か しい 言葉 として 響 くこ とがある．愚か しく響 い て も，それを謙虚に受け入れれば，人生を十分

に説明 した 言葉にな り， 人 間の 真の知恵とな る．そ の時は ， 啓示 は 人間 の 文化や知識 と対立 しな くなる．

キーワー ド 1 歴史の 意味 ， 歴 史認識 ， ライ ン ホ ー
ル ド

・ニ ーバ ー

meaning 　of　history；views 　on 　history；Reinhold　Niebuhr
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IL は じめ に

　本論 で は ，こ れ ま で に 引き続 き ラ イ ン ホ ール ド・ニ ー

バ ー
の 思 想を取 り上 げ，彼 の 歴史 の 見方 ， つ ま りキ リ

ス ト教神学者 と して 歴 史を ど の よ うに 解釈 し て い る か

を紹介す る こ とに す る．
1）

西欧社会 の 巾 で の キ リス

ト教の 影響力は後退 して い る と言われ て 久 し い が ， 少

な くともア メ リカ社会 で は キ リス ト教は依 然 と し て 無

視出来ない 文化的力を発揮 して い る ．こ の こ とは，ブ ッ

シ ュ 政権 の 政治基盤 の 中心 とな っ て い るネ オ・コ ン （新

保守主義者） と呼ばれる人達の 考え方を見れば明 らか

で ある．こ こ に もキ リス ト教社会とし て の ア メ リカ の

姿が垣 間見 られ る．こ うした ア メリカ社会 の 根底に流

れ る キ リ ス ト教の教え の 本質 とは ど の よ うな もの な の

かを ニ
ーバ ー

の 論述 に従 っ て精査 して 行 くの が本論 の

目的で あ る．

　本論 で は ， 特 に ニ
ーバ ー

が キ リス ト教神 学者 と し

て 歴 史の 意味をどの 様に説明し て い る か を詳細に見て

行くこ とにする．キ リス ト教はイ エ ス を救世主 と し て

見なす こ とか ら始まる．神の 預言者として の イ エ ス の

生涯 に 人 間 に と っ て の 歴史 の 意 味を見出そ うとい うの

が ，キ リス ト教の 歴史認識の基本で ある．イ エ ス もユ

ダ ヤ 教 の 預言者 の 伝統を受け継 い で お り， キ リス ト

教の イ エ ス につ い て の 解釈に もそ の こ とが 反映 して い

る．ニ ーバ ーは，イ エ ス 自身が ユ ダ ヤ 教 の 預言的 メ シ

ア 待望論 をど の 様 に解釈 した か をキ リス ト教 の 歴史 の

意味の解釈 の 糸口 に して い る．イ エ ス が ， 預言的 メ シ

ア 待望論 の 中にある民族主義的特殊性 を否定 し，神 の

代理 で あ る 自分 自身が悩まな ければな らな い こ とを受

け入れ た こ との 重要性 をニ
ーバ ー

は指摘 して い る．以

下 で は，神の 啓示 が 開示 され ， それが成就する 中間 と

し て 人間の 歴史を捉える見方をラ イ ン ホ
ー

ル ド ・ニ ー

バ ーの論述に沿 っ て 詳 しく紹介する こ とにする．
2 ｝

E ．歴 史の 意味の 開示 と成就

1 ．預言 的 メ シ ア 待望論

　キ リス ト教 は ， ナザ レ の イ エ ス を救世主 とする信仰

か ら始 ま っ た．こ の 救世主 に つ い て ，ユ ダヤ教 の 伝統

の 中 で は，主 に三 つ の 考え方 が あ っ た．第一
は預言的

メジア 待望論 （prophetic　messianism ），第 二 は黙 示録

的メ シ ア 待望論 （apocalyptic 　messianism ），そ して ，第

三 は 革命的 メ シ ア 待望 論 （revolutionary 　messianism ）

で あ る．預言的 メ シ ア 待 望論 で は，メ シ ア の 到 来 と

共 に 地 上 の 神の 王 国が実現す る ， と考えられ た．紀元

前 8 世紀 か ら 7 世紀 に かけて ヘ ブライ 人 の 王 国が滅亡

し ，
ヘ ブ ライ 人が様々 な困難に直面すると ， メ シ ア の

到来 を待 つ よ りも，超 自然 的な介在 に よる神の 王 国 の

実現 を求める黙示 録的メ シ ア待望論が唱 えられ るよう

に な っ た．し か し ， 苦難や迫害 に 耐え て 神 の 王 国 の 到

来を待 つ こ とに満 足出来な い ヘ ブ ライ人は，全力を尽

く して 自ら苦難や 敵と戦 っ て 自由を獲得すれば神の 王

国の 到来は早 め られ る とい う革命的 メ シ ア 待望論 を採

る よ うに な っ た． こ うした メ シ ア に つ い て の考え方の

変遷 の 中 で イ エ ス が登場す る こ とに な る．

　 キ リス ト教信仰で は，生 きた人物 とし て の，そ し て

語 り継がれ た人物 と し て の イ エ ス ・キ リス トに お い て ，

歴史の 意味， 神の 王 国が 完成する，とされて い る．イ

エ ス ・キ リ ス トの 人 生 ， 死，復活 の 中 で 歴史 に 対す る

神の 支配が明 らか にされ る．ニ ーバ ー
は ， こ の 見解 を

分析する前に ， 人 生 の 意味 ， 歴史 の 意 味 ， 神の 支配 の

それぞれ の 関係 を明 らかにする．

　 預言的 メ シ ア 待望論で は ， 神 の 支配の 啓示を通 じ て

．歴史 の 意味が開示 され ， 人生 の 意味は歴 史 の 意味を超

越する事が暗黙 の 理 解 とな っ て い る．歴 史に 意味が見

出 され なげれば，歴史 は人 生 に意味を与 える事 は出来

ず，入間が歴史に関わる限 り，人生 の意味は歴史の 中

で 出 て くる．しか し ， 人間 は歴史を超越 する の で ， 人

生 の 意味 は歴 史 の 意味を超越する ， とい うの で ある．

預言 的 メ シ ア 待 望論 は，歴 史的過程 を超越 し，同時

にそ れ に内在する神 を開示 する事 に焦点を 当 て て い

る．人生 の 意味が歴 史の 意味を超越す るとい うこ とは，

暗 々 裏 に示 され て い るにすぎな い ．そ の 理由 は，「神

の 王 国」 へ の 期待 の 中に 入生 の 意味が含 まれ るか らで

ある．黙示録 は，こ の こ とを明瞭 に して い る．メシ ア

の 王 国 へ の期待 の 中で ， これ まで の 人間が復活する こ

とに な っ て い る．人間が歴史的過程を超 越す る こ とで

永遠と直接的に結び付くが ， これを象徴 し て い る の が

個人 の 復活で ある．

　 キ リス ト教信仰で は 人生 と歴史の意味がイ エ ス ・キ

リス トや十 字架 の 中で 現 された とされ るが，こ れ は，

ヘ レ ニ ズ ム的人 生 の 解釈 とヘ ブ ライ的人 生 の解釈 とが

混 ざ り合っ た結果 で ある．ヘ レ ニ ズ ム 的解釈 か ら，人

生 の意味は歴史を超越する とい う事が 出て くる．こ こ

では，人生 は歴史的過程か ら避難する事 で成就 され る

事にな っ て い る．一
方，ヘ ブ ライ的解釈 で は．人 生 は

歴史的過程 の 中で 成就す る，とされる。キ リス ト教的

解釈 で 特徴 的 な の は，「人 生 」 と 「歴史 」 を明 白 に 区

別 して い る事で ある．こ の た め に ， キ リス ト教は ギリ

シ ャ 人に もユ ダヤ 人 に も受容 され得る点を持 つ ．
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キ リ ス ト教 神学 に お ける 歴 史認 識
一

ライ ン ホ ル ド
・

ニ
ーバ ー

に と っ て の 歴 史 の 意 味
一

　イ エ ス ・キ リス トを期待し な い ギ リシ ャ 人 に とっ て

は，キ リス トが歴史における永遠 の 開示 を現す とい う

こ と は 愚 か しい 事 に な る ．ギリ シ ャ 人 の 考え で は ， 人

間が永遠 の存在 の 要素を持 つ 限 り，キ リス トに よる永

遠 の 開示 は必要で は な くな る．キ リス ト教信仰で は ，

人 間と歴 史 との 間に ある逆説を受け入 れ る．つ ま り，

人間は，自 らの 資質 で は永遠を理解 出来ない が ，永遠

の 開示の 可能性を放棄 し て し ま う訳で はな い とい うこ

とで あ る。

　イ エ ス とパ リサイ派 との 対立 は ， 預言的 メ シ ア 待望

論と律法主義 との 対立 に集約 出来る．近 代 の ユ ダヤ思

想 の 系譜 に は ， 律法主義的 で 神秘主義的 な 傾向は あ っ

て も，歴史主義的 な傾向は ない ．近代 の ユ ダ ヤ 思 想 の

系譜の 中で ， メ シ ア 待望論は リベ ラ リズ ム や マ ル キ シ

ズ ム と し て 表 され て い る．キ リス ト教 こ そが ， 預言的

メ シ ア 待望論 の 伝統を受け継 い だ．それ で も，キ リス

ト教 の 中で は律法 に 意味を求め よ うとする皮相的 な側

面が繰 り返 し出 て 来 る．

2 ．預言的メ シ ア 待望論に つ い て の イ エ ス ・キ リス ト

　　 自身 の 再解釈

　 イ エ ス が 時代 の 期待を満たす救世主 で あ る とい う信

仰に よ りキ リス ト教 の 共同体が 出て きた．しか し ，
ニ
ー

・バ ー
は ， キ リス ト教信仰で受け入れ られる救世主 は メ

シ ア 待望論 を 拒否す る 救世主 で あ る，と して ，イ エ ス

が メ シ ア待望論を否定する過程 で キ リス ト教信仰が確

立 した こ とを明 らか に する．こ こ で ，
ニ
ー

バ
ー

は ，預

言的 メ シ ア 待望論をイ エ ス が い か に再解釈 した か を探

り， イ エ ス が預言的 メ シ ア 待望論 の 伝統 をどの よ うに

受容 したか を明 らか に する．

律法主義の否定

　イ エ ス が 人生 を解釈する 基礎 とし た メ シ ア 待望論

と， イ エ ス の 時代 の 律法主義 とは対立 した もの で あ り，

こ れが聖書 の 中で 明 らか にされて い る．メ シ ア 待望論

と律法主義 は，ヘ ブ ラ イ 民 族 の 歴史 の 中で は 相互を補

完す る もの で あ っ た．し か し，紀元 70年頃 に は ， 律法

主義が 預言的 メ シ ア待望論を凌駕する よ うに な っ て 行

く．よ っ て，イ エ ス の 考えに影響 を与 えた黙示録的運

動は ，
ユ ダ ヤ 教の 傍系か ら生 まれた．律法主義は ， 神

が ヘ ブ ライ人 との 間 で 十戒につ い て の 契約 を結んだ と

い う考え に 基づ い て い る．そ の後 ， 時 の状況に合わせ

た戒律 を積み重ね て 行 く事にな る が ，イ エ ス は こ の こ

とが 律法の 元 々 の 力を弱 め た，と考えた．

　律法主義へ の 批判は ， 人生 に つ い て の 預言論的再解

釈 へ の糸口 を含ん で い る．律法主義 へ の 批判は ， 次の

よ うな点 か ら成る．

（1 ） い かな る法 も歴 史にお ける人間 の 自由を正 しく

　　 扱 う事は 出来な い ．

（2 ） い かな る法 も人間 の 精 神生 活 の 次元に ある行動

　 　 の 動機 を正 し く扱 う事が出来な い 。

（3 ） 人間 は法 を悪 の 手段に し得る の で ， 法は悪を防

　 　 ぐ事が出来 な い ．

民族主義的特殊性の 否定

　イ エ ス が預言的 メ シ ア 待望論 に ある民族主義的要素

を排除 し た事は，預言的 メ シ ア 待望論に つ い て の彼の

再解釈 の 第
一
義で はな か っ た が

， 民族的 偶像崇拝 と結

び付 く よ うな解釈は な くな っ た．

　 ヘ ブ ラ イ人 とは民族的 に 異な っ たサ マ リア 人を良 い

人 とする 話 は ， イ エ ス が 民族主義的なメ シ ア待望論を

拒否 し て い る こ とを表 して い る．聖書 の 中 で 民族 主義

を否定 し て い る箇所 は ，
バ プ テ ィ ス マ の ヨ ハ ネ の 言葉

で あるが，キ リス ト教が最終的 に 民族主義的 な個別主

義 を捨 て 去る の は，聖 パ ウ ロ が福音 を異 邦人に説 くこ

とを主張 し た ときで ある．

ヘ ブ ラ イ的 メ シ ア待望論へ の 懐疑

　預言論 は，メ シ ア 待望論 で は適切 な解 答が得 られ な

い 問題を提示する．預言論の 究極の 問題は ， 入 間 の 自

尊心 に つ い て で ある．歴史 の 中に ある最 終的な問題 は，

正 しい 者 が 如何 に して 勝利するか で はな く， すべ て の

善 の 中 に ある悪が 如何 に して 克服 され るか で ある．こ

の 問題 は ， 歴 史につ い て の 預言的解釈 の 中にある．こ

の 問題 は，イ エ ス が メ シ ア 待望論を再解釈 した時 に 初

め て 解 決され た．最後の 審判に つ い て の イ エ ス の 考 え

方は，こ の 再解釈 の 上 で の 論 理を良 く表 し て い る．歴

史 は 正 義 の 者 に 対す る メ シ ア 待望論 に よ る 擁護 の 中 で

開花するよ うに見えるが ， そ の 時 に 正義の 者は謙遜 さ

を持 たなけれ ばな らな い 事 が 付 け加え られた．

　最後の 審判 の 中に は ， 預言的 メ シ ア 待望 論の 二 つ

の 段 階，つ ま り純粋 に道義的な段階 と超道義的 な段階

が ある．歴 史にお ける善悪 の 判断も出されるが ， 最後

の 審判 で は 正 義 の 者が い な い 事が示 され て い る．メ シ

ア待望論が 攻撃的で ある として イ エ ス が 拒否 した第一

の 理 由が こ こ にある．第 二 の 理由は，悩 めるメシ ァ と

い う考え方に あ る．「人 の 子 は悩まな ければな らな い 」

とい う考え方 は ， 黙示録 にある 「人 の 子 」 とい う考え
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と， イザイ ア 記に あ る 「悩め る奉仕者」 とい う考え の

混合 で ある．神 の 代理 で あ るメ シ ア が 悩まなければな

らな い とい う事 は ， 人 に代わ っ て 悩 む事が歴 史におけ

る 意 味の 最終的 な啓 示 で あ る 事 を 意味し て い る．神 の

代理 が悩 む事 は，歴史 の 曖昧 さを最終的に明瞭な もの

に し て ， 歴史に対する神の 支配を表し て い る．

　「人 の子」 と 「悩 め る奉仕者」 の 混合は，歴史 の 意

味の 再解釈 を導 く．代理 の 愛は，悪に 対する勝利 へ の

歴史上 の
一

つ の 力で ある事を意昧す る．こ れは ， リベ

ラル 神学
3）

が 十字架上 の イ エ ス に与えた楽観的な解

釈で ある．他方 ， 歴史上 の 悩め る奉仕者とい う見方は ，

代理 の 愛は 歴 史に於 い て は敗北するが ， それが 究極的

に は 正 し い とす る 認識 の 中で は 勝利す る，とい う考え

を導 く．悩 め る奉仕者 と神の 代理 として の イ エ ス は ，

単純な楽観論 と悲観論 の 両方 を超越す る．

　ニ
ーバ ー

は，キ リス ト教 の 神を人間 の 不 正 で 苦しみ ，

世俗 の 罪 を自ら受 け止 め る神 と見なす．そ し て ，歴

史 の 抱える矛盾 は歴史 の 中 で は解決 されず，永遠や 神

の 段階で解決 され る事に な る ， とされ る．ただ ， 歴 史

の 中 に ある人間 が 自らの 罪 を十分 に意識出来る よ うに

するために，神の恵み は歴史の 中で も表される ように

な っ て い る．

　メ シ ア待望論の イ エ ス の解釈は ， 二 つ の 側面を持つ ．

第
一

は ，歴 史 の 中 で 正 しい とされた者 で も最後 の 審判

で は 正 し い とは 限 らな い とい う事で ある．第二 は ， 歴

史 に 対する神 の 支配 は，悪 に 対す る神 の 勝利が悪者を

打破する事で はなく， 悪を神が 引き取る事に よ っ て 行

われ るとい う事 である．両方 の 側面 とも，預言論 にそ

の 根拠が ある．

　 メ シ ア 待 望論 に つ い て の イ エ ス の 解釈は，ユ ダヤ人

に よ っ て イ エ ス が 拒否 され る ば か りで な く，イ エ ス の

弟子達 の 中に疑念を引き起 こ し た．

終末に つ い て の イ エ ス の再解釈

　預 言や黙示録 の 中 で は，神の 支配 が 表 され，確 立 さ

れ る 終末が期待 され た．これ に つ い て の イ エ ス の解釈

で は，神の 隠れ た 支配 の 開示 で 歴史 は頂点を迎え，ま

た ， メ シ ア の 第 二 の 到来で 歴史は頂点を迎え る ， とさ

れ て い る．そ して ，「悩 める奉仕 者 」 として の メ シ ア

の 最初の到来で は悪魔に対する神の勝利があ る が ， 神

の 究極 の 勝利 は神の 栄光 の 中で イ エ ス の 再臨 が あるま

で 延 期 され る 事 に な る．近 代 の 神 学 で は イ エ ス の 到

来 に よ りメ シ ア 待望論的預言が成就す るとされ て い る

が ，
ニ
ー

バ ーは こ の 見 方 を受け入 れ な い ．「人 の 子 」

とい うイ エ ス の 到来が キ リス ト教 の 歴史 の 解釈 では重

要 で ある，とする．そ うす る と，
「神 の 王 国」 が到来

中で ある との 考え方を とる事が 出来 ， 歴史を 「神の 王

国 」 まで の 中間 と し て 捉 える事が 出来 る．

　近代 の リベ ラル 神学で は ， 歴史にお ける愛の 力が尊

重 され るが ，
ニ
ー

バ
ー

は これ に 反対 して ， 歴史か ら悪

を追放する とい う希望 を打 ち砕 くの が十字架上 の イ エ

ス で あ る こ とを指摘する、歴史の 中の愛は 苦悩する愛

で なけれ ばな らず，歴 史は愛 の 法 とは矛盾 して い る．

イ エ ス は ，歴史の 中で は 善の広が りと共に，悪の 増大

を明 らか に して い る．現実の 歴 史を ， そ の 意味が開示

されて 成就する まで の 中間点とし て捉える と， 歴史の

中 に な る内的矛盾を歴 史 の 当然 の 特質 と して 受け入 れ

る こ とが 出来る．つ まり ， 人間の 罪 は克服 し よ うとし

て も，実際 に は克服出来 な い こ とが解 る。ニ
ーバ ー

は，

こ れが キ リス ト教の 歴 史解釈の基本で あり， こ れが 排

除 された の は最近 の 近代 的な信仰 にお い て で ある こ と

を主張す る．

　イ エ ス の 初期の 弟子達 も歴 史に つ い て 皮相的な解釈

を し た．それ は，歴史を短 い もの と予期 し，自分 た ち

の 生涯の 内に パ ル ージア （parousia， キ リス トの再臨）

が ある とい う間違 っ た希 望を生み 出 し て しま っ た．パ

ル
ージア と言 う新約聖 書の 中に あ る考え は ， 文字通 り

で はな く，そ の 深遠な意味を理解 し なければ な らな い ．

文字通 り解釈する と ， 歴 史の成就が一
つ の 歴史 と して

理解 され て し ま う．深遠 な意味を理解 し よ うとすれば，

聖書の 中の 弁証法的論述を理解する こ とが出来 ， 意味

の 開示 の 成就 の 中間 として 歴史を捉 え られ る．

　 ニ ーバ ーは ， 近代 の リベ ラル な聖書解釈 の 代表と し

て，ア ル ベ ル ト ・シ ュ ヴ ァ イ ツ ァ
ー

（1875 −1965）
41

の

もの を取 り上 げ る． シ ュ ヴ ァ イ ツ ァ
ーは，「時 間 は 短

い 」 の で ， イ エ ス の 再臨は 近 い もの に なる ， とい う．

イ エ ス の 間 もな い 再臨 とい う考 えは幻想 で あ る， と

ニ ーバ ーは 言 う．人間は 自然の偶然性や時間の 必然性

を超 える 自由を持ち，愛の 中 で 人 と人 とが 調和する こ

とが ， 人間の究極の 規範に なる．しか し ， 人間の実際

の 歴 史は，偶然 と必 然 の 両方 に従属 して い る た めに，

こ の 有限性を打破し よ うとする 罪深 い 努力に よ っ て 汚

され て い る．「時 間は短 い 」 とい う考 えは，人 間 の 限

界や歴史の 腐敗を人間に あるべ き もの とは しな い 考え

で ある．

　歴 史 を キ リス トの 最 初 の 降臨 と再 臨 の 「中間 」 と し

て 捉 える こ とは，人間存 在 の す べ て の 事実を照 ら し出

す こ と に な る．キ リス トの 最初 の 降臨 の 後 は ， 歴 史の
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キ リス ト教 神学 にお け る歴 史認識一
ライ ン ホル ド・ニ ーバ ー

に とっ て の 歴 史の 意 味
一

部分的な意味が 開示 される．しか し， 人間は 自分の 本

性 と矛盾し続け，キ リス トの 純粋な 愛は苦悩す る愛 に

なる．一一
刻
一

刻 の 時間は ， 人生 の 成就 ば か りでな く ，

人間を死 へ と導く．死 とい う事実は ， 人間が希望 に よ っ

て 救われなけれ ば ， 人生を無意味な も の に し て しま う．

入間は，イ エ ス の 再臨を象徴的に理解する こ とで 希望

を抱 くこ とが 出来る．また ， キリス トを通じ て 人生や

歴史を理解す る こ とで ， 現在 の 混乱や将来 の 危機を見

渡すこ とが可能 になる．

3 ．キ リス ト教信仰 の 中の 待望 され るメ シ ア

　キ リス トにお ける神の 啓示 ， 人生 や歴史に対する神

の 支配 ， 人 生や 歴 史 の 意味 の 開示 な ど は，信仰 に よ っ

て 理解 され て 完全な もの となる．よっ て ， それ らに論

理 的 ， 合理 的 な解釈を試 み て も不十分 な もの とな る．

キ リス トが啓示 して い る こ とは，十 字架 上 の 犠牲的な

死 に よ っ て 完全な もの となる．イ エ ス の 生涯は単なる

叙事詩で はな く， キ リス トを待望する歴 史で ある．キ

リス トは待望される こ とが なか っ たならば，救世主 で

は あり得な い ．ニ ーバ ーは こ うし た認識に 立 ち ， りベ

ラル 神学 を次 の よ うに批判 する．リベ ラル 神学が説 く

様に ， キ リス トが 自らの 善良さで 神の 善良さを象徴し

た とした ら，キ リス トの 啓示はそれ で 完結する．そ し

て ， 啓示 は 人 問 の 理 性に よ っ て 一つ の 歴 史的事実 と し

て 解釈 され て しま う．しか し ， 人生 の 問題 を深 く分析

する と， キ リ ス トの 善性の 投影ば か りで は ない ．人間

は有 限性 に 巻 き込 まれ て い るばか りでな く，それ を超

越する と言 う2 っ の 点で 人生を理 解する こ とが大切 で

ある．人間 の 知識が増大す れば歴 史 の 問題 は解決 され

る として 解釈 される時に は ，神はキ リス トの 中に啓示

さて い る と言 うこ とが解 らな くな る ．これが リベ ラル

神学 の 盲点 で ある．

十字 架 上 の イ エ ス の 意味

　キ リ ス ト教 の 信仰 で は ， 時 代 へ の 期待 は キ リ ス トに

お い て 成就 し，・神 の 隠れた支配は顕 現 され ， 人生 の 意

味が 成就され た ， とな っ て い る ．こ れ は ， キ リ ス トは

神 の 知恵 で あ り，力 で あ るとい うパ ウ ロ の 主張や，神

の 恵みや真理 はイ エ ス
・キ リス トに よっ て 与 え られた

とする ヨハ ネ の 主張に も現れ て い る．キ リス トに お け

る 知恵 と真理 は ， 人生 と歴史に 対する 神の 支配 の 目的

で あ り， 人 生 に 意味を与 え る もの で あ る．キ リス トこ

そが 神の イ メ ージで ある とされ る が ， こ の こ とは イ エ

ス の 生 と死 の 叙 事詩 の 中 に 神 の 力 の 神秘 が 明 らか に さ

れて い る ， とい うこ とで ある．こ こ に，人生 と歴史 の

意 味が与 え られ て い る．

　神は怒 りと審判 を自 らに課す時 に ，神の 慈 悲は
一・一・

層

深 い もの に な る ．そ して ，
「人 の 子 」 （son 　of　man ）で

あるメ シ ア が 苦 しまな ければな らな い こ とは，神 の 受

難の 開示 で ある い う信仰に繋が る．神の受難は，一方

で は 善に対する罪の反抗 の 結果 で あ り， 他方で は罪 の

結末 を神 の 愛が 自発的 に 受 け入れた こ とで もある．贖

罪 に つ い て の キ リス ト教 の 古典的な解釈 は ， 父なる神

は 子なるキ リス トを人 間の世界に送り，罪の犠牲に し

たが ， それ で も父 なる神の 怒 りはなだめ られ なか っ た ，

と言 うもの で あ る．ニ
ーバ ー

は ， 贖罪を次 の 様に解釈

す る．神 の 正 義 と許 し を
一

体 の もの とす る こ と に よ っ

て ， 神の 最 高の 正 義を神の 愛 と見なす．一
方 ， 神の 正

義 と許 し を分離す る こ とで，罪 の 深刻 さが十 分 に 知 ら

れ なけれ ば神の 慈悲 の 深さが解 らな い こ とも明 らか に

する．

　罪は神に 苦悩をもた らす とい うこ とを知る こ とが ，

罪 の 深刻 さを示す こ とになる．こ の こ とを知 っ て 人閲

は絶望す るの で あるが．こ の 絶望がなけれ ば神の 許 し

を もた らす悔 い 改めへ の 道が閉 ざされる．こ の 悔 い 改

め の 中で 入 間は 自らが置か れて い る状況を十分に 理 解

し，絶望を克服す る．こ の 経験 の 中で 人間は 自らの 有

限 性 を 理 解 す る．人生 に 対す る神の 支配 に つ い て の こ

の 様な開示 は，理性 によ っ て 理解 される真理 で はな く，

信仰に よ っ て 把握され る も の で あ る．

神の 知恵 とカ

（1）知恵 とカ の 特性

　キ リス ト教信仰で は，十宇架上 の キ リス トを通 し た

神に つ い て の 知識は ，
「知恵 」（wisdo 皿 ）と 「力」（power）

で あ り，「恵み 」（grace）と 「真理 1 （truth）で ある とな っ

て い る．贖罪とい う真理が 心 の 中で 得られ る時，
厂力」

と 「恵み 」 として の キ リス トを各個人は心に抱 く．そ

の 時 ， 絶望 や 過 っ た 希望 が 克服 され ， 人 は 平穏 で創造

性 の ある生 活を送れ るよ うに な る．

　ギリ シ ャ 的伝統 の 中の キ リス ト教信仰で は ，贖罪を

理 性 で 解釈 した．そ の ため，知恵 と力 との 関係が理解

で きなか っ た．ギリシ ャ 人 に は キ リス トは期待され て

い なか っ た．そ の 理 由は，歴史が 自然 の 連続 と見な さ

れ て い た の で，神が歴 史の 中で 自らを現す こ とは 不可

能 だ と考 え られ た か らで ある．また ，各 々 の 人間 の 理

性は 各々 の 人間に とっ て の キ リス トと同様で あ っ た の

で ，神 が 自らを歴史 の 中 に 現す必要 が な か っ た か らで
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ある．

　福音がギ リ シ ャ 人 に 教 え られ た時，有限性 と永遠性

との 間 の 問題を解 こ うとして，ギ リシャ 人は福音 か ら

真 理 を得 よ う と し た．ギ リ シ ャ 人 は 有限性 と永遠性 と

の 間 の 問題 を合理的 に は答 え られな い と して ，キ リス

ト教の 福音に そ の 解答を求め た．そ の 結果 ， 次の 二 つ

の こ とが もた らされた．第
一

に ， 永遠が歴 史の 中に現

される とい うキ リス ト教 の 教え をギ リシ ャ 人 が 受け入

れ た こ とで ある．ただ ， 贖罪 とい う概念を理解 し て い

なか っ た．こ の こ とは，以降 の ヨ
ー

ロ ッ パ 人 の 中に も

残 っ た．第 二 に ，
i知恵」 と 「力」 との 関係をギリシ ャ

人が形而上 学的 に 解釈 し よ うと した こ とで ある．神は

キ リス トの 受肉 の 巾で 自 らを歴史 の 中 に 現 し た とい う

信仰 に よ っ て 理解 され るべ き事柄を ， 人間 の 知恵 とい

う真理 に 変 質 させ た こ とで あ る ．こ の こ とは ，ニ ケ
ー

ア の 信条
5｝

や カ ル ケ ドン の 宗教 会議
6 ｝

の 中 に も現れ

て い る．

　入間的な特性を持ちなが ら ，

一
方 で神的な特性を持

つ とい う，キ リス トが 持つ 二 つ の 本質をギリ シ ャ 人 は

実在論 と し て解釈 した．そ の ため ， 象徴的 に し か現せ

ない 信仰上 の 真理が，思考上 の 理性の 真理 に変質させ

られ た．こ の よ うに して ， キ リス ト教の信仰が ， 心 の

巾で 理解 され る必要 の な い 形而上学的な真理 に還元 さ

れ て し ま っ た た め に ，
「知恵 」 と 「力」 と の 間 の 関係

が 曖昧な もの に な っ た．人間 の 不安は絶望 に 達す る程

に は 高め られ な くな っ た ．絶望 か ら悔い 改め が 生 まれ ，

悔 い 改めか ら信仰が生 まれ，こ の 信仰 の 中で 人生 の 新

し さ，っ ま り 「力」 が出て くるが，こ の こ とが瞹昧に

な っ た．

（2 ）人間の 「知恵 」

　キ リス ト教信仰で は，人生 の 意味の成就 よりも，キ

リス トに よる人生や歴史や神の 開示 に
一

層 の 確信が与

えられて い る が ，
「力」 や 「恵み 」 に つ い て は曖昧な

と こ ろ が あ る．こ れ を ニ ーバ ーは ，次 の よ うに 説 明 す

る．神の 「恵み 」 は入間 の 未完成 さを正す神の 「力 」

で あ る
一

方 ， 人間め罪を克服す る 神の 慈悲深 い 「力 」

で ある．こ の 「恵み 」 を知 る こ とが人間 の 真 の 「知恵 」

となる．キ リス ト教信仰 に よる と，歴 史 の 成就 は二 つ

の 側面 を持 つ ．一
つ は，人間 が 信仰 によ り神 との 関係

を確立す る瞬間に成就がある とす る こ とで あ り， も う
一

つ は，歴 史 の 成就 は 人 間 が 待 た な けれ ば な らな い も

の とする こ とで ある．

（3）贖罪の 意味

　聖 パ ウ ロ に よる と，「十 字架上 の イ エ ス 」 に よ っ て

現 された真理は，人間 よ りは賢 い 神が示 した愚か さと

定義され る．こ の 愚 か さは ， 神の 「力」 と 「知恵 」 に

なる．十字架に よ っ て 現 され た真理 は，人間 の 文化 の

中で 予期される よ うな真理 で は な く， 人間の 知恵 の 開

花 で もな い ．し か し，人間が キ リス トを受 け入れ た時

に は，キ リス トの 中に 具現 され た真理 は ，人間の 新 し

い 知恵 の 基礎 に なる．

　信仰によ っ て 理解 された真理 は，賢 い 人間 が経験か

ら引き出すよ うな もの で は な い ．他方 ， 信仰の 真理 は ，

経験 と矛盾する もの ではない ．信仰 の 真理は，経験 に

よ っ て 有効 な もの に され る．人 間 の 自己 超 越 の能力が

神 へ の あ こ がれを生み 出 した りす る
一

方 ， 間違 っ た神

へ の 崇拝を導い た りする．それ で も， 人 間 の 真理 が 完

全 に 腐敗する こ とはな く，真実 の 知恵を求める願望 は

残る．こ れ が ， 悔 い 改め の 中で 出 て 来る 「残余 の 徳 」

で あ る．悔 い 改めが信仰 の 真理 を有効 と して ，信仰 の

真理 を神の 「力」 に変える．

　ニ ーバ ーは，悔 い 改 め と信仰 とい う循環 閼係を捉 え，

神の 「恵み 」 を 自然が 完結 したもの と見 る視点と，神

の 「恵み 」 を自然 とは対立するもの とする視点の 両方

を部分的には 正 しい もの とみ な し，人間が真実の 知恵

を 求 め る 「本来 的正 義 」 とい う 「残余 の 徳 」 に よ り 人

間は神との 接点を持 つ こ とに な る とした．これ につ い

て は ， カ
ー

ル
・バ ル ト （1886−1968）7）

な どの 急進的 な

プ ロ テ ス タ ン ト神学者 は否定的であ り，ニ
ーバ ー

の 見

解とは 異な っ て い る．

　神 の 開示を理解す る こ とで 得 られる真理 と，入間が

自分の 経験か ら引き出す真理 との 違い は ， 人間が い か

に他人を理解す るか を考 えて み ると明瞭 に なる．他人

に対する 理 解 は，まず対象 となる 人を観察する こ とを

基礎 に し て ， 次に観察者たる 自分の 人間性 の 深み に 応

じて 行われる．他人 が 自分に話 しか け る 言 葉によ っ て ，

そ の 人 の 人問性 の 深 み を 理 解す る こ とが多 い ．他方，

観察者の 人間性 によ っ て は ， 他人 の 人格 を過 っ て 理解

す る こ ともあ る．信仰に よ っ て 得 られ る神の 開示 と，

隠れた神に つ い て 人間が持 つ 知識は，他 人を理解す る

の と同 じ ような こ とで ある．

　キ リス ト教信仰 で は，キ リス トにおけ る神の 開示は ，

神が人間 に話 し た最後 の 言葉 と見な され て い る．贖罪

とい う啓 示 は，超越的 な 神 の 恵みを現 して い て ， 神 の

最後の言葉で ある．こ の こ とか ら， 次の 三 つ の こ とが

出 て 来る．第
一

に，神 が こ の 言葉を話す時，こ れ ま で
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キ リス ト教 神 学 に お ける 歴 史 認 識
一

ライ ン ホ ル ド
・

ユ
ーバ ー

に と っ て の 歴 史の 意 味
一

は不完全 で あ っ た神に つ い て の 知識が完全な もの に な

る．歴史 の 現 実の 基盤は永遠の 中になければならない ．

こ の 点で ， 歴史 は 意味を 持 つ こ とに なるが，そ の 意味

は歴史自体を超 えた とこ ろを指 し示す．第二 に ， 啓示

の 言葉は歴 史が 抱える曖味 さや矛盾を明 らか にする．

こ の 点 で ， 歴 史は意味を持つ が ， そ の意味が 不明にな

る と言 う脅威 に 晒 され て い る こ とで もある．第 三 に，

神の 言葉は ， 人生 の 意味に関する人間の過 っ た解釈 を

正 す こ とに なる．その 点 で ， 啓示 の 言葉は，人間が作

り出 し て 来 た文化 と対立す る こ とがあ り， 賢 い と見な

されて い た人間に は愚か しい 言葉と し て 響 くこ とが あ

る．愚 か しく響 い て も，そ れを謙虚 に 受け入れれ ば ，

人生を十分に説明した言葉に な り， 人間 の真の知恵 と

なる．その 時は，啓示 は人間 の 文化や 知識 と対立 しな

くなる．

　 い た．1913年 以来 ア フ リカ で 医療 活動 に 尽 力 し ，

　 1952年にノ
ーベ ル 平和賞を受賞 した．

5 ） 325年 に 第 1回 の 宗教会議 が開か れ ， 三 位
…・
体を 正

　 統 として ， キ リス トの 人間性を主張 し たア リウ ス

　 派 を異端と した ．

6 ）451年に開か れ ，
「キ リス ト単性」 を異端 とした．

7 ） ス イ ス 生 まれ の 神学者 で ，ニ
ー

バ
ー

の 「新 正 統主

　 義」 （Neo−orthodoxy ）に大きな影響を与 えた。バ

　 ル トの 神学は ， 弁証法神学 ， 危機神学 とも呼ばれ ，

　 ニ ーバ ー
よ りも神の 絶対性 を主張 して い た．

皿．おわ りに

　以 上 ， ラ イ ン ホ ー
ル ド

・ニ ーバ ーの 『人間の 本性

と運命』第 二 巻第 二 章 を中心に して ，ニ
ーバ ー

による

イエ ス
・キ リ ス トを介 した歴史の 意味に つ い て の ニ

ー

バ ーの 見解をま とめ て み た．これ に より，キ リス ト教

神学とは どの 様なもの なの か ， また ，
ニ
ー

バ ー
の 神学

の 特徴は どの 様 なもの な の か の
一

端は，紹介 出来 た と

思 う．ニ
ーバ ー

の 論述の特徴で ある弁証法的特性 も明

らか に 出来た と思 う。そ の
一

つ の 例は，キ リス トの 中

で の 歴 史の 意味の 開示 を 「正 」 と し ， 贖罪を 「反 」 と

し，キ リス トへ の 信仰 を 「合」 と見なす こ とで ある と

思 われ る．こ の よ うな特徴は ，
ニ
ーバ ー

の 論述 の そ の

他 の と こ ろ で も現れ る．

　 今回は，歴 史 の 意味 につ い て の ニ
ーバ ー

の 見解が 中

心 で あるが ，
ニ ーバ

ー
の 思想 に は まだ十分 に紹介 し切

れ て い な い こ とが多い の で ，今後 の 課題 とした い 。

注

1 ）名古屋 文理 大学紀要第 4 号 （2004年4月 ），第 5号

　　（2005年3月）参照．

2 ）Reinhold　Niebuhr，　The　N α ture　and 　Destinbl　of

　　M α n ，Vol．　ll （New 　York ； Charles　Scribner嚠s　Sons
，

　　ユ943）， pp，25−67を参照 ．

3 ）20世紀初頭 に 社会科学 の 手法を使 っ て 形成 された

　　神学で，イ エ ス
・
キ リス トの 人間性や人 間 の 能力

　 　を強調 した．文化 プ ロ テ ス タ ン ト主義的 な色彩が

　 　強 い ．

4 ） フ ラ ン ス 生 まれ で ，神学，医師，音楽 に精通 して
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